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［
名
古
屋
事
務
所
］
五
月
三
日
、
第
三
十
八
回

岐
阜
県
み
ど
り
の
祭
り
が
「
み
ん
な
で　

豊
か

な　

里
山
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
大
垣
市
上

石
津
町
の
緑
の
村
公
園
に
お
い
て
、
関
係
者
約

三
千
人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
千
二
百
本
の
広
葉
樹
の
植
栽
に

よ
る
里
山
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
が
、
代
表
者

に
よ
る
記
念
植
樹
で
は
、
小
林
名
古
屋
事
務
所

長
も
み
ど
り
の
少
年
団
の
子
供
た
ち
と
一
緒
に

植
樹
を
行
い
ま
し
た
。
記
念
植
樹
後
の
式
典

は
、
み
ど
り
の
少
年
団
に
よ
る
森
林
・
里
山
・

緑
の
誓
い
で
式
が
始
ま
り
、
主
催
者
の
古
田
岐

阜
県
知
事
ら
の
挨
拶
の
あ
と
、
緑
化
功
労
者
等

の
表
彰
が
あ
り
、
各
関
係
団
体
の
代
表
者
や
個

人
に
表
彰
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
式
典
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
が
行
わ

れ
、
最
後
に
み
ど
り
の
少
年
団
に
よ
る
「
大
会

宣
言
」、
そ
の
後
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
岐
阜

県
民
の
歌
を
大
合
唱
し
式
典
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
五
月
十
七
日
、
愛
知
県
植

樹
祭
が
「
守
り
た
い　

未
来
の
緑
は　

僕
ら
の

未
来
」
を
テ
ー
マ
に
、
大
口
町
の
大
口
中
学
校

に
お
い
て
、
関
係
者
約
千
六
百
人
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
二
時
か
ら
、
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
、
サ

ツ
キ
ツ
ツ
ジ
や
コ
ク
チ
ナ
シ
を
始
め
五
種
類

七
百
十
六
本
の
若
木
を
植
え
、
小
林
名
古
屋
事

務
所
長
も
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
ス
コ
ッ
プ
を

持
ち
ベ
ニ
カ
エ
デ
を
植
え
ま
し
た
。
植
樹
後
の

式
典
で
は
、
大
口
町
副
町
長
の
開
会
の
こ
と
ば

で
式
が
始
ま
り
、
主
催
者
の
神
田
愛
知
県
知
事

ら
の
挨
拶
の
あ
と
、
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
校

や
功
労
者
ら
の
表
彰
が
あ
り
、
各
関
係
団
体
の

代
表
者
に
表
彰
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
大
口
町
み
ど
り
の
少
年
団
の
代
表

が
「
私
た
ち
は
自
然
を
愛
し
、
緑
の
中
で
そ

の
尊
さ
を
学
び
ま
す
」
と
、「
み
ど
り
の
誓
い
」

を
提
唱
す
る
と
と
も
に
、
緑
の
大
使　

マ
リ
ク

リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
さ
ん
に
よ
る
「
み
ど
り
の
宣

言
」
が
行
わ
れ
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
会
場
に
な
っ
た
、
大
口
中
学
校
は
今

春
、
二
校
を
統
合
し
新
築
さ
れ
ま
し
た
が
、
新

校
舎
の
内
部
は
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
て

お
り
、
温
も
り
を
感
じ
る
つ
く
り
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

  

［
富
山
署
］「
育
て
よ
う 

小
さ
な
種
か
ら
大
き

な
森
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
九
回
と
や
ま
森
の

祭
典
が
五
月
二
十
三
日
、
砺
波
市
の
夢
の
平
ス

キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
、
花
と
緑
の
少
年
団
、
農

林
漁
業
関
係
者
、
飛
騨
地
域
林
業
関
係
者
な
ど

二
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
小
林
名
古
屋
事
務
所
長
が
林
野
庁

長
官
代
理
と
し
て
の
祝
辞
の
中
で
、「
美
し
い

森
林
づ
く
り
推
進
国
民
運
動
」
へ
の
理
解
と
参

加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
小
林
事
務
所
長
は
、
緑
の
少

年
団
と
と
も
に
市
の
花
木
で
あ
る
エ
ド
ヒ
ガ
ン

ザ
ク
ラ
を
記
念
植
樹
し
ま
し
た
が
、
他
の
参
加

者
は
、
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
や
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
な
ど
六
百

本
の
植
樹
や
森
の
除
伐
作
業
に
汗
を
流
し
、
森

林
整
備
の
必
要
性
を
再
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

　

富
山
署
の
ブ
ー
ス
で
は
、「
美
し
い
森
林
づ

く
り
推
進
国
民
運
動
」
の
取
組
や
森
林
の
働
き

を
Ｐ
Ｒ
す
る
パ
ネ
ル
展
示
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
「
森
と
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、
当
署
ブ
ー
ス
で
の
森
林
ク

ラ
フ
ト
教
室
に
は
緑
の
少
年
団
や
一
般
の
方
々

が
大
勢
参
加
し
、
花
の
し
お
り
や
森
の
ク
ラ
フ

ト
作
り
を
熱
心
に
行
い
、
独
創
性
の
あ
る
作
品

を
次
々
と
作
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
参

加
者
か
ら
も
「
久
し
ぶ
り
に
童
心
に
か
え
り
ま

し
た
」
と
の
お
礼
の
言
葉
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

 

［
指
導
普
及
課
］
五
月
三
十
一
日
、
長
野
県
、

中
部
森
林
管
理
局
、
長
野
市
な
ど
が
主
催
す

る
、
平
成
二
十
年
度
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
県

民
の
集
い
・
第
五
十
九
回
長
野
県
植
樹
祭
が

「
つ
な
げ
よ
う　

森
の
豊
か
さ　

美
し
さ
」
を

テ
ー
マ
に
長
野
市
飯
綱
高
原
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
み
ど
り
の
少
年
団
、
林
業
関
係
者
、
一
般

みどりの少年団と植樹

記念植樹する小林名古屋事務所長他

森林クラフト作りをする参加者

富
山
・
長
野
・
岐
阜
・
愛
知
四
県
と 

各
地
で
植
樹
祭
を
開
催  
富
山
・
長
野
・
岐
阜
・
愛
知
四
県
と 

各
地
で
植
樹
祭
を
開
催  

「
み
ん
な
で
豊
か
な
里
山
づ
く
り
」

第
三
十
八
回
岐
阜
県
み
ど
り
の
祭
り

「
守
り
た
い　

未
来
の
緑
は

僕
ら
の
未
来
」
愛
知
県
植
樹
祭

豊
か
な
自
然
を
未
来
に

「
と
や
ま
森
の
祭
典
」      

「
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
県
民
の
集
い
」

長
野
県
植
樹
祭
開
催
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参
加
者
な
ど
約
千
五
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

善
光
寺
木
遣
り
を
皮
切
り
に
記
念
式
典
が
行

わ
れ
、
村
井
県
知
事
、
鷲
澤
長
野
市
長
か
ら
挨

拶
が
が
あ
り
、
続
い
て
平
野
局
長
か
ら
林
野
庁

長
官
の
祝
辞
が
代
読
さ
れ
、
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
目
標
達
成
に
向
け
た
間
伐
等
の
森
林
整
備
の

重
要
性
、
ま
た
、
昨
年
か
ら
官
民
一
体
と
な
っ

て
展
開
し
て
い
る
「
美
し
い
森
林
づ
く
り
推
進

国
民
運
動
」
へ
の
更
な
る
理
解
と
協
力
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

植
樹
会
場
は
、
針
広
混
交
林
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
長
野
市
有
林
内
の
約
二
㌶
の
間
伐
跡
地

内
に
設
け
ら
れ
、
そ
の
中
に
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
や
シ

ナ
ノ
キ
、
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
な
ど
計
三
千
本
を
植
樹

し
ま
し
た
。

　

作
業
中
は
、
あ
い
に
く
の
雨
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
が
、
平
野
局
長
も
鍬
を
片
手
に
、
地
元
の

子
供
た
ち
や
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
雨
に

濡
れ
な
が
ら
植
樹
作
業
に
精
を
出
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
記
念
標
柱
を
囲

ん
で
記
念
撮
影
を
し
て
植
樹
作
業
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
森
林
整
備
活
動
は
、
自
家
用

車
、
年
十
九
台
分
の
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
・
固

定
に
貢
献
す
る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

［
南
木
曽
支
署
］
五
月
二
十
四
日
、
木
曽
郡
大

桑
村
の
「
の
ぞ
き
ど
森
林
公
園
」
に
お
い
て
大

桑
村
・
木
曽
森
林
管
理
署
南
木
曽
支
署
合
同
育

樹
祭
を
開
催
し
、
愛
知
県
北
名
古
屋
市
民
を
は

じ
め
、
村
民
ら
約
三
〇
〇
名
が
公
園
内
の
ツ
ツ

ジ
の
生
育
を
妨
げ
る
下
草
や
雑
木
の
除
去
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
北
名
古
屋
市
と
大
桑
村
の
友
好
提

携
調
印
式
も
行
わ
れ
、
木
曽
川
の
流
れ
を
縁
と

し
た
交
流
の
絆
を
深
め
る
こ
と
を
誓
い
合
い
ま

し
た
。

  

次
い
で
、
大
桑
小
学
校
五・六
年
生
の
木
製
オ

カ
リ
ナ
演
奏
と
、
西
春
少
年
少
女
合
唱
団
の
合

唱
が
行
わ
れ
、
育
樹
祭
終
了
後
は
小
学
生
を
対

象
と
し
た
シ
イ
タ
ケ
植
菌
作
業
の
林
業
体
験
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
森
を
す
っ
き
り
さ
せ
る
の

は
気
持
ち
い
い
」
等
の
感
想
も
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
五
月
三
十
日
に
は
南
木
曽
町
・
木
曽

森
林
管
理
署
南
木
曽
支
署
合
同
育
樹
祭
を
木
曽

郡
南
木
曽
町
北
蘭
国
有
林
に
お
い
て
開
催
し
、

南
木
曽
小
学
校
み
ど
り
の
少
年
団
を
は
じ
め
、

愛
知
県
長
久
手
町
長
ほ
か
約
二
〇
〇
名
が
、
南

木
曽
町
の
町
木
で
あ
る
ヒ
ノ
キ
や
町
花
で
あ
る

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
ほ
か
七
種
類
の
苗
木
三
七
〇
本

の
植
樹
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
南
木
曽
小
学
校
み
ど
り
の
少
年

団
の
代
表
二
名
よ
り
「
海
の
生
き
物
の
た
め
の

森
作
り
を
し
た
い
」、「
よ
く
育
つ
よ
う
に
一
生

懸
命
植
え
ま
す
」
と
い
う
宣
言
の
発
表
後
、
植

樹
作
業
と
森
林
教
室
が
行
わ
れ
、
日
程
を
終
え

ま
し
た
。

　

な
お
、
両
行
事
に
お
い
て
「
美
し
い
森
林
づ

く
り
推
進
国
民
運
動
」
の
パ
ネ
ル
展
示
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
も
行
い
、
本
取
組
の
Ｐ
Ｒ
に

も
努
め
ま
し
た
。

　 

［
北
信
署
］
六
月
七
日
、
下
水
内
郡
栄
村
、
さ

か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
周
辺
に
お
い
て
北
信
州

植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
植
樹
祭
は
健
全
な
森
林
づ
く
り
を
目
指

し
、
森
林
・
林
業
の
大
切
さ
、
森
林
整
備
の
必

要
性
を
普
及
啓
発
す
る
も
の
で
、
北
信
地
区
六

市
町
村
が
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
主

催
は
県
地
方
事
務
所
を
は
じ
め
森
林
管
理
署
、

当
該
市
町
村
、
森
林
組
合
等
林
業
関
係
八
団

体
で
、
当
署
も
唐
鍬
の
提
供
や
準
備
・
実
行
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

梅
雨
の
合
間
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
み
ど
り
の

少
年
団
、
一
般
参
加
者
、
林
業
関
係
者
な
ど
約

三
五
〇
名
の
参
加
者
は
四
百
本
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

や
ツ
ツ
ジ
の
植
樹
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

昼
食
は
栄
村
の
好
意
で
、
こ
の
地
方
特
産
の

ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
の
タ
ケ
ノ
コ
汁
に
舌
鼓
を
打

ち
、
栄
太
鼓
の
演
奏
を
楽
し
み
、
有
意
義
な
一

日
を
終
了
し
ま
し
た
。

 

［
総
務
課
］
五
月
十
五
日
〜
十
六
日
、
森
林
管

理
局
に
お
い
て
署
長
等
会
議
が
開
催
さ
れ
、
局

長
等
会
議
（
四
月
二
十
四
日
〜
二
十
五
日
開

催
）
関
連
の
指
示
及
び
本
年
度
の
業
務
運
営
等

雨中での記念写真

みどりの少年団と一緒に植樹

みどりの少年団と一緒に植樹

大
桑
村
・
木
曽
森
林
管
理
署

南
木
曽
支
署
合
同
育
樹
祭
を
開
催

北
信
州
植
樹
祭
開
催
さ
れ
る



第 51号 平成 20年 6月　（�）

に
関
わ
る
打
合
せ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
会
議
で
は
、
平
野
局
長
か
ら

　

①
国
有
林
改
革
、
②
綱
紀
の
粛
正
、
③
美
し

い
森
林
づ
く
り
推
進
国
民
運
動
の
展
開
、
④
国

民
に
向
け
た
分
か
り
や
す
い
Ｐ
Ｒ
等
に
つ
い
て

訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
小
林
次
長
か
ら

　

①
契
約
の
適
性
化
と
事
業
の
計
画
的
発
注
、

②
生
物
多
様
性
条
約
第
十
回
締
約
国
会
議
等
に

つ
い
て
の
訓
示
後
、
各
部
長
等
か
ら
の
説
示
が

あ
り
、
各
署
長
等
と
の
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、
会
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

 

［
販
売
課
］「
国
有
林
材
の
安
定
供
給
シ
ス
テ

ム
」（
以
下
「
シ
ス
テ
ム
販
売
」
）
と
は
、
間
伐

な
ど
の
伐
採
系
の
森
林
整
備
を
通
じ
て
生
産
さ

れ
た
並
材
や
低
質
材
を
安
定
的
に
供
給
す
る
こ

と
に
よ
り
、
需
要
や
販
路
の
拡
大
を
図
る
と
と

も
に
中
核
的
な
木
材
産
業
の
担
い
手
の
育
成
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。
販
売
相
手
方
と
局
と
の
間
で
協
定
を

締
結
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
計
画
的
な
販
売
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
相
手
方
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
新
た

な
需
要
の
開
拓
や
流
通
・
加
工
の
合
理
化
な
ど

の
企
画
提
案
を
募
り
、
そ
の
内
容
を
審
査
し
た

上
で
決
定
す
る
企
画
競
争
方
式
に
よ
り
行
っ
て

い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
と
し
て
積
極
的
に
間

伐
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
や
、
合
板
や
集
成
材

な
ど
新
た
な
国
産
材
需
要
の
拡
大
な
ど
に
伴

い
、
中
部
局
の
最
近
の
シ
ス
テ
ム
販
売
の
状
況

は
、
次
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
逐
次
拡
大
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
度
に
つ
い
て
も
、
七
署
等
に
つ

い
て
九
件
の
公
募
を
行
い
、
延
べ
十
六
件
の
企

画
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
局
で
審
査
し
た

上
で
相
手
方
の
選
定
を
行
い
、
協
定
の
締
結
を

行
い
ま
し
た
。

　

シ
ス
テ
ム
販
売
は
、
国
有
林
材
の
販
路
拡
大

や
素
材
生
産
・
販
売
に
か
か
る
コ
ス
ト
・
労

力
の
軽
減
に
資
す
る
だ
け
で
な
く
、
合
板
・
集

成
材
等
新
た
な
国
産
材
需
要
の
拡
大
、
木
材
産

業
の
振
興
に
係
る
民
有
林
施
策
と
の
連
携
に
よ

る
流
通
・
加
工
の
構
造
改
革
な
ど
に
も
貢
献
し

て
お
り
、
今
後
と
も
そ
の
拡
充
に
努
め
て
い
く

考
え
で
す
。

     

［
飛
騨
署
］
五
月
二
十
一
日
か
ら
二
日
間
、
宮  

･

庄
川
森
林
計
画
区
の
第
四
次
地
域
管
理
経
営  

計
画
及
び
国
有
林
野
施
業
実
施
計
画
の
樹
立
に

向
け
た
現
地
検
討
会
議
を
局
計
画
課
職
員
四
名

の
指
導
の
も
と
、
胡
桃
島
国
有
林
外
で
実
施
し

ま
し
た
。

　

当
署
は
、
二
十
森
林
事
務
所
で
約
十
一
万
六
千

㌶
の
森
林
を
管
理
し
て
お
り
、
森
林
吸
収
源
対

策
と
し
て
平
成
二
十
年
度
収
穫
量
が
約
十
二
万

立
方
㍍
と
倍
増
す
る
な
ど
、
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
に
つ
い
て
共
通
認
識
を
持
ち
、
効
率
的
に

次
期
計
画
の
予
備
編
成
作
業
に
向
か
う
必
要
が

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
計
画
課
と
打
合
せ
る

中
、
今
回
の
検
討
会
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
当
署
会
議
室
で
署
長
意
見
書
提

出
書
類
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
二
日
目
は

カ
ラ
マ
ツ
林
の
列
状
間
伐
地
に
お
け
る
今
後
の

伐
採
及
び
針
広
混
交
林
誘
導
に
向
け
た
検
討
の

外
、
ビ
ッ
タ
ー
リ
ッ
ヒ
法
に
よ
る
効
率
的
な
林

分
調
査
の
実
技
な
ど
を
実
習
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
森
林
官
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
職
員

は
若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
幅
広
く
、
予
備
編

成
に
係
る
知
識
に
温
度
差
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
検
討
会
に
先
立
ち
、
森
林
官
、
現
場
係
員

な
ど
を
対
象
と
し
た
計
画
制
度
の
概
念
に
つ
い

て
飯
村
次
長
を
講
師
に
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
実
施
し
、
現

地
検
討
会
が
よ
り
効
果
的
な
も
の
に
な
る
よ
う

取
組
ま
し
た
。

　

当
署
で
は
、
第
四
次
予
備
編
成
を
二
十
年
度

業
務
の
大
き
な
柱
と
位
置
づ
け
て
取
組
む
こ
と

と
し
て
お
り
、
参
加
し
た
森
林
官
か
ら
は
「
初

め
て
の
編
成
で
不
安
だ
っ
た
が
十
分
理
解
で
き

て
良
か
っ
た
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

署長会議の様子

林分調査の実習中

0

50

100

150
千m3

18年度実績 19年度実績 20年度予定 

素材販売量とシステム販売量 

間
伐
の
推
進
、治
山
事
業
、 

次
期
計
画
検
討
会
等
を
実
施 

間
伐
の
推
進
、治
山
事
業
、 

次
期
計
画
検
討
会
等
を
実
施 

販
売
の
推
進
に
つ
い
て

次
期
計
画
樹
立
に
向
け
た

検
討
会
を
開
催
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［
飛
騨
署
］
六
月
七
日
、
高
山
市
荘
川
支
所
文

化
ホ
ー
ル
及
び
山
中
山
国
有
林
に
お
い
て
、
高

山
市
荘
川
支
所
、
荘
川
地
区
連
合
町
内
会
、
飛

騨
高
山
森
林
組
合
の
共
催
に
よ
り
、
当
署
が
実

施
し
て
い
る
低
コ
ス
ト
・
高
効
率
間
伐
作
業

の
現
地
見
学
会
を
開
催
し
、
荘
川
町
民
を
は

じ
め
飛
騨
高
山
高
校
環
境
科
学
科
の
生
徒
な
ど

百
二
十
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
荘
川
地
内
で
の
当
署
の
取
組
に
つ

い
て
地
域
の
方
々
か
ら
関
心
が
高
ま
り
、
連
合

町
内
会
や
支
所
と
話
し
合
う
中
で
、
住
民
全
員

に
呼
び
か
け
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
内
容

も
単
に
見
学
だ
け
で
な
く
、
森
林
組
合
が
取

り
組
ん
で
い
る
提
案
型
施
業
の
説
明
も
行
う
な

ど
、
林
業
の
低
迷
で
薄
れ
た
山
へ
の
関
心
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
川
本
尾
神
森
林
官
と
大

西
森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
が
技
術
交
流
発
表
会
で

発
表
し
た
飛
騨
署
の
取
組
に
つ
い
て
発
表
し
ま

し
た
。
ま
た
、
飛
騨
高
山
森
林
組
合
は
「
あ
な

た
の
山
の
間
伐
材
テ
ク
作
戦
」
と
題
し
て
間
伐

実
施
を
呼
び
か
け
、
地
元
荘
川
の
巨
樹
を
守
る

会
か
ら
は
「
ふ
る
さ
と
の
宝
物
！　

巨
樹
・
巨

木
を
守
ろ
う
」
と
題
し
て
発
表
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
山
中
山
国
有
林
で
は
高
性
能
林
業
機

械
を
初
め
て
見
る
人
も
多
い
こ
と
か
ら
、
飯
村

荘
川
森
林
官
が
ハ
ー
ベ
ス
タ
の
機
能
を
紹
介
し

た
後
、
林
内
で
の
伐
倒
造
材
作
業
や
フ
オ
ワ
ー

ダ
に
よ
る
運
材
作
業
を
見
学
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
初
め
て
高
性
能
機
械
を
見

た
が
感
動
し
た
」、「
国
有
林
と
民
有
林
の
連
携

で
山
主
の
理
解
を
期
待
。
将
来
こ
の
仕
事
に

就
き
た
い
」
な
ど
、
低
コ
ス
ト
作
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
林
業
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
、
森
林

組
合
や
国
有
林
へ
の
期
待
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
取
組
は
、
森
林
官
の
提
案
を
受
け
実

現
に
至
っ
た
も
の
で
す
が
、
岐
阜
県
飛
騨
農
林

事
務
所
を
は
じ
め
市
町
村
・
森
林
組
合
か
ら
他

の
地
域
で
も
取
り
組
も
う
と
い
っ
た
気
運
が
更

に
高
ま
る
な
ど
、
美
し
い
森
林
づ
く
り
に
向
け

「
飛
騨
で
も
で
き
た
」
が
具
体
的
に
動
き
は
じ

め
ま
し
た
。

 

［
東
濃
署
］
六
月
十
日
、
職
員
の
治
山
事
業
の

調
査
・
設
計
及
び
測
量
機
器
の
技
術
習
得
を
目

的
と
し
て
、
阿
木
恵
那
国
有
林
に
お
い
て
渓
間

工
と
山
腹
工
の
現
地
測
量
を
行
い
ま
し
た
。
当

日
は
治
山
課
職
員
七
名
が
参
加
し
、
二
班
に
分

か
れ
て
測
量
、
調
査
を
行
い
、
工
種
や
配
置
等

に
つ
い
て
検
討
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
ま
し

た
。

　

ま
た
、
測
量
、
設
計
の
基
礎
知
識
の
習
得
や

各
種
計
算
書
等
の
作
成
も
行
っ
て
お
り
、
測
量

後
は
成
果
を
基
に
各
自
が
設
計
し
、
全
員
で
評

価
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
設
計

の
成
果
品
は
設
計
審
査
等
を
経
て
、
当
年
度
以

降
の
治
山
工
事
で
施
工
す
る
予
定
で
す
。

 

［
飛
騨
署
］
森
林
吸
収
源
対
策
の
推
進
な
ど
、

民
有
林
と
国
有
林
の
連
携
が
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
去
る
五
月
十
三

日
に
当
署
会
議
室
に
お
い
て
県
、
市
町
村
と
の

合
同
打
合
せ
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
打
合
わ
せ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
計
画

や
主
な
取
組
事
項
等
の
説
明
・
情
報
交
換
の
場

と
し
た
も
の
で
す
が
、
県
農
林
事
務
所
か
ら
林

業
課
長
ほ
か
三
名
、
高
山
市
か
ら
林
務
課
長
ほ

か
二
名
、
飛
騨
市
か
ら
農
林
課
長
ほ
か
一
名
、

白
川
村
か
ら
産
業
課
長
ほ
か
一
名
、
そ
し
て
当

署
か
ら
は
、
署
長
ほ
か
十
名
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

県
や
市
町
村
か
ら
は
県
の
森
林
づ
く
り
基
本

条
例
に
基
づ
く
森
林
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

ど
低
コ
ス
ト
作
業
の
取
組
の
ほ
か
、
特
に
カ
シ

ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
被
害
対
策
に
つ
い
て
も
民

有
林
、
国
有
林
連
携
し
た
対
応
等
に
つ
い
て
話

参加者にハーベスタの機能を説明

光波測距儀を使用しての縦断測量

関係者が一堂に会して情報交換

間
伐
の
推
進
に
向
け
地
域
と
連
携

　

〜
「
美
し
い
森
林
づ
く
り

　

in
飛
騨
荘
川
」
を
開
催
〜

治
山
課
職
員
に
よ
る
治
山
事
業
の

調
査
・
設
計

地
元
市
町
村
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携 

地
元
市
町
村
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携 

地
元
市
町
村
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携 

民
有
林
と
の
連
携
を
深
め
る

　

〜
県
、
市
町
村
と
打
合
せ
会
開
催
〜
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が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
「
飛
騨
地
域
の
森
林
・
林
業

の
発
展
に
は
、
民
有
林
と
国
有
林
が
連
携
し
て

取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
課
題
が
多
い
。

　

課
題
を
決
め
な
が
ら
今
後
も
打
合
せ
会
を
持

つ
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
」
と
い
っ
た
意
見
が
出

さ
れ
、
今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
署
か
ら
は
「
美
し
い
森
林
づ
く
り

推
進
国
民
運
動
」
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
も
紹

介
し
、
今
後
連
携
し
て
対
応
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　 

［
岐
阜
署
］
五
月
十
四
日
、「
黄
金
の
華
咲
く

金
華
山
の
登
山
道
を
整
備
し
よ
う
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
第
三
回
名
古
屋
シ
テ
ィ
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

金
華
山
へ
の
入
り
込
み
者
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
登
山
道
の
荒
廃
と
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
歩
道

路
肩
の
掘
り
返
し
が
目
立
っ
て
き
た
た
め
、
丸

太
を
利
用
し
た
階
段
と
土
壌
安
定
柵
を
作
設
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
金
華
山
の
登
山
コ
ー
ス
の
ひ
と
つ

で
あ
る
「
東
坂
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
」
で
隊
員

十
七
名
の
参
加
で
五
班
に
分
け
て
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
作
業
は
唐
グ
ワ
で
丸
太
を
敷
く
場
所

を
な
ら
し
、
丸
太
を
支
え
る
鉄
筋
を
金
槌
で
打

ち
込
み
焼
き
番
線
（
針
金
）
で
丸
太
と
鉄
筋
を

シ
ノ
で
く
く
り
つ
け
、
階
段
を
丸
太
杭
を
カ
ケ

ヤ
で
打
ち
込
み
、
杭
に
沿
っ
て
周
辺
の
枯
れ
木

を
並
べ
土
壌
安
定
柵
を
作
設
し
ま
し
た
。

　

隊
員
の
中
に
は
シ
ノ
を
初
め
て
使
う
人
も
お

り
、
最
初
は
ぎ
こ
ち
な
い
手
つ
き
で
の
作
業
で

し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
慣
れ
て
き
て
シ
ノ
を
う

ま
く
使
い
こ
な
せ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
作
業
に
余
裕
が
で
て
く
る
と
地
形
に

合
わ
せ
た
階
段
を
作
設
し
た
り
、
工
夫
し
た
作

業
を
行
い
つ
つ
、
予
定
以
上
の
箇
所
を
整
備
す

る
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
一
日
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

 

［
岐
阜
署
］
岐
阜
県
下
呂
市
小
坂
町
の
門
坂
国

有
林
で
、
五
月
二
十
八
日
、
除
伐
Ⅱ
類
の
請
負

作
業
中
に
ク
マ
に
左
手
な
ど
を
咬
ま
れ
る
人
身

被
害
が
起
き
ま
し
た
。

　

事
故
の
翌
日
に
は
、
国
有
林
入
口
ゲ
ー
ト

に
「
ク
マ
出
没
、
入
山
禁
止
」
の
看
板
等
を
三

箇
所
設
置
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、
地
域
住
民

や
魚
釣
り
等
の
入
山
者
が
ク
マ
に
襲
わ
れ
る
こ

と
が
危
惧
さ
れ
る
た
め
、「
ク
マ
出
没
、
注
意
」

の
立
て
看
板
を
作
成
し
、
五
月
三
十
日
に
門
坂

区
長
、
下
呂
市
役
所
小
坂
振
興
事
務
所
職
員
三

名
及
び
当
署
職
員
三
名
の
七
名
で
門
坂
区
内
の

民
地
に
四
箇
所
、
国
有
林
入
口
に
一
箇
所
に
設

置
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
下
呂
市
や
地
域
住
民
か
ら
の
情
報

収
集
及
び
共
有
に
努
め
、
地
元
地
域
と
協
働
し

て
、
再
び
悲
惨
な
事
故
が
発
生
し
な
い
よ
う
対

策
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

［
岐
阜
署
］
岐
阜
県
側
の
夜
叉
ヶ
池
一
帯
の
豊

か
な
自
然
環
境
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
に
昨

年
設
立
さ
れ
た
「
夜
叉
ヶ
池
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ

ト
ロ
ー
ル
岐
阜
県
運
営
協
議
会
」
の
平
成
二
十

年
度
総
会
が
五
月
二
十
日
、
岐
阜
県
揖
斐
郡
揖

斐
川
町
役
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
㈳
日
本
山
岳
会
岐
阜
支
部
外
四

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
岐
阜
県
、
揖
斐
川
町
な
ど

二
十
二
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
の
要
望
、
問
題
点
で
は
案
内
看

板
の
整
備
、
登
山
者
の
ペ
ッ
ト
同
伴
問
題
等
、

種
々
の
意
見
が
出
さ
れ
る
中
、
当
署
と
し
て
は

六
月
一
日
の
夜
叉
ヶ
池
の
山
開
き
に
合
わ
せ
て

行
う
歩
道
沿
い
の
裸
地
化
し
た
林
地
へ
の
植
生

誘
導
マ
ッ
ト
の
敷
設
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に

要
請
し
ま
し
た
。

夜
叉
ヶ
池
山
開
き

　

六
月
一
日
、
夜
叉
ヶ
池
の
山
開
き
、
安
全
祈

願
祭
が
揖
斐
川
町
板
内
観
光
協
会
の
主
催
で
開

催
さ
れ
、
岐
阜
森
林
管
理
署
か
ら
は
五
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

関
係
者
約
五
〇
名
は
、
安
全
祈
願
祭
終
了

後
、
夜
叉
ヶ
池
を
目
指
し
、
新
緑
の
ブ
ナ
林
の

中
を
約
一
時
間
四
〇
分
か
け
て
山
頂
を
目
指
し

ま
し
た
。

　

山
頂
の
湖
畔
に
は
両
県
か
ら
の
約
二
〇
〇
名

の
登
山
者
で
賑
わ
い
、
国
内
希
少
野
生
動
植
物

に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
ヤ
シ
ャ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
」

を
発
見
し
た
歓
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
夜
叉
ヶ
池
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ト

ロ
ー
ル
岐
阜
県
運
営
協
議
会
」
の
メ
ン
バ
ー

は
、
登
山
道
沿
い
の
裸
地
化
し
た
箇
所
に
、
現

地
周
辺
の
種
子
に
よ
り
緑
化
す
る
植
生
誘
導

マ
ッ
ト
十
五
枚
を
敷
設
し
ま
し
た
。

植生マットを敷設する参加者

シノを使って階段づくり

看板を設置する職員と関係者

名
古
屋
シ
テ
ィ
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

︱ 

金
華
山
国
有
林
の
歩
道
整
備 

︱

地
域
と
協
働
で

夜
叉
ヶ
池
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　

岐
阜
県
運
営
協
議
会
と

夜
叉
ヶ
池
山
開
き



（�）　平成 20年 6月 第 51号

 

［
岐
阜
署
］
下
呂
市
立
上
原
小
学
校
の
依
頼
を

受
け
、
五
月
十
九
日
に
今
年
度
最
初
の
森
林
教

室
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
上
原
小
学
校
は
林
業
教
育
に
熱
心
に

取
組
ん
で
お
り
昭
和
五
十
六
年
か
ら
五
・六
年

生
を
メ
ン
バ
ー
と
し
た
「
み
ど
り
の
少
年
団
」

を
中
心
に
、
毎
年　

植
樹
、
枝
打
ち
、
間
伐
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

森
林
教
室
は
、
上
原
小
五
・六
年
生
二
十
四

名
、
先
生
三
名
を
対
象
と
し
て
、
森
林
の
働
き

な
ど
の
テ
ー
マ
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
地
球

温
暖
化
に
つ
い
て
は
職
員
手
作
り
の
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
を
用
い
、
森
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
の

仕
組
み
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
水
源

か
ん
養
、
国
土
保
全
機
能
に
つ
い
て
は
実
験
器

具
を
使
っ
て
分
か
り
易
く
説
明
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
飛
ぶ
種
と
し
て
有
名
な
ア
ル
ソ
ミ
ト

ラ
マ
ク
ロ
カ
ル
パ
の
模
型
を
作
り
、
実
際
に
飛

ば
す
体
験
も
行
い
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
、
水
源
か
ん
養
機
能
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
実
験
に
特
に
関
心
を
示
し
、
森
林

の
あ
る
山
と
ハ
ゲ
山
と
の
差
に
驚
き
「
こ
れ
か

ら
森
林
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
」
等
の
感
想

が
出
る
な
ど
、
森
林
の
大
切
さ
を
十
分
に
伝
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

［
愛
知
所
］
当
所
は
、
森
林
環
境
教
育
の
一
環

と
し
て
、
例
年
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
と
連
携
し
て
森

林
教
室
を
始
め
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
度
も
五
月
二
十
二
日
か
ら
段
戸
国
有
林

裏
谷
原
生
林
の
自
然
観
察
等
の
森
林
教
室
に
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
穂
の
国
森
づ
く
り
の
会
」
等
と

協
力
し
、
九
月
中
旬
ま
で
豊
川
市
内
の
小
学
校

二
十
四
校
、
約
一
、七
〇
〇
名
の
児
童
を
案
内

す
る
予
定
で
す
。

　

今
年
度
は
、
さ
ら
に
国
有
林
野
の
教
育
的
利

用
を
推
進
す
る
た
め
、
四
月
十
八
日
に
豊
川
市

内
の
小
学
校
教
職
員
を
対
象
と
す
る
「
事
前
説

明
会
」
を
、
ま
た
四
月
二
十
四
日
に
は
「
森
林

環
境
教
育
研
修
会
」
を
実
施
し
、
児
童
の
み
な

ら
ず
、
担
当
す
る
先
生
方
に
も
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
様
々
な
行
事
を
通
し
て
、
地
域
と
連

携
し
な
が
ら
森
林
環
境
教
育
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

［
東
濃
署
］
五
月
の
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
、

加
子
母
裏
木
曽
国
有
林
に
お
い
て
、
地
元
の
小

学
五
年
生
を
対
象
と
し
た
森
林
教
室
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
は
、
林
業
が
盛
ん
な
地
元
付
知
町

の
子
供
達
に
身
近
な
森
林
を
歩
い
て
も
ら
い
、

実
際
に
自
然
に
触
れ
て
自
然
や
森
林
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

生
徒
達
は
パ
ネ
ル
を
見
な
が
ら
森
林
の
機
能

や
役
割
等
に
つ
い
て
勉
強
し
た
後
、
各
班
に
分

か
れ
て
遊
歩
道
を
散
策
。
樹
木
や
植
物
、
間
伐

材
を
有
効
利
用
し
た
治
山
工
事
箇
所
を
見
学
し

ま
し
た
。
中
で
も
胸
高
直
径
一
・
七
㍍
、
樹
高

約
三
十
六
㍍
の
大
サ
ワ
ラ
に
は
、
熊
が
登
っ

た
跡
が
残
さ
れ
て
お
り
、
生
徒
達
は
そ
の
リ
ア

ル
な
熊
の
爪
痕
に
驚
き
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し

た
。　

ま
た
、
遊
歩
道
の
終
点
に
は
渡
合
三
滝

と
呼
ば
れ
る
三
つ
の
滝
が
あ
り
、
終
点
ま
で
元

気
に
歩
い
た
生
徒
達
は
「
水
が
と
て
も
き
れ
い

で
ビ
ッ
ク
リ
し
た
」、「
自
然
や
森
林
を
大
切
に

し
た
い
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
署
で
は
毎
年
六
月
の
「
土
砂
災
害

防
止
月
間
」
に
併
せ
、
中
津
川
市
内
の
小
学
四

年
生
を
対
象
に
、
国
交
省
多
治
見
砂
防
国
道
事

務
所
中
津
川
出
張
所
と
協
力
し
て
「
あ
お
ぞ
ら

教
室
」
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
度
は
四
校
を

対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
国
交
省
に
よ
る
砂
防
教
室
と
当

署
治
山
課
職
員
に
よ
る
治
山
事
業
の
教
室
が
行

わ
れ
、
生
徒
達
は
パ
ネ
ル
を
見
な
が
ら
土
砂
災

害
の
恐
ろ
し
さ
や
治
山
事
業
の
必
要
性
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　

砂
防
施
設
の
遊
歩
道
を
利
用
し
た
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
で
は
、
砂
防
や
治
山
の
ク
イ
ズ
に
全
問
正

解
す
る
生
徒
が
続
出
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
地
元
森
林
官
が
森
林
の
機
能

や
働
き
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
や
実
験
道
具
を
使
用

し
た
森
林
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
生

徒
達
は
森
林
の
機
能
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち

の
生
活
に
は
多
く
の
木
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
り
「
木
は
使
う
だ
け
で
な
く
、
育
て
る
こ

と
も
大
切
だ
ね
」
な
ど
の
感
想
を
話
し
て
い
ま

し
た
。

水の流れは違うかな

森林環境教育研修の様子

大サワラを囲んで大きさを実感

森
林
教
室
、各
種
研
修
会
を
開
催 

森
林
教
室
、各
種
研
修
会
を
開
催 
上
原
小
学
校
森
林
教
室

森
林
教
室
、各
種
研
修
会
を
開
催 

裏
谷
原
生
林
自
然
観
察
案
内
は
じ
ま
る

森
林
教
室
、各
種
研
修
会
を
開
催 

小
学
生
に
森
林
教
室
を
開
催
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［
名
古
屋
事
務
所
］
名
古
屋
事
務
所
で
は
、
五

月
か
ら
六
月
に
か
け
、
定
光
寺
自
然
休
養
林

内
に
お
い
て
瀬
戸
市
内
の
小
学
校
十
三
校
の

依
頼
を
受
け
、
森
林
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

森
林
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
森
林
教

室
の
要
請
が
増
え
、
今
年
度
五
〜
六
月
は

八
三
〇
名
を
超
え
る
小
学
五
年
生
が
森
林
教

室
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

実
施
内
容
は
学
校
の
要
望
に
よ
り
異
な
り

ま
す
が
、

一�　

尾
張
森
林
官
に
よ
る
自
作
の
イ
ラ
ス
ト

や
模
型
等
を
使
っ
た
「
森
林
の
働
き
や
大

切
さ
」
の
講
話

二�　

森
林
の
働
き
や
大
切
さ
を
テ
ー
マ
と
し

た
「
森
林
（
や
ま
）
か
ら
の
贈
り
物
」
の

紙
芝
居

三�　

森
林
に
入
り
、
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
な
土
を

踏
み
し
め
、
木
に
触
れ
な
が
ら
樹
木
や
森
林

の
機
能
に
つ
い
て
学
ぶ
森
林
散
策

四�　

ヒ
ノ
キ
の
間
伐
材
を
利
用
し
た
木
工
ク
ラ

フ
ト
や
丸
太
切
り
体
験

五�　

自
然
の
中
で
遊
び
な
が
ら
森
林
を
学
ぶ

「
木
の
葉
の
カ
ル
タ
取
り
」
や
「
動
物
交
差

点
」
な
ど
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

六�　

世
界
一
大
き
な
種
・
種
の
運
ば
れ
方
等
植

物
の
増
え
方
を
学
ぶ
種
飛
ば
し

な
ど
の
内
容
で
、
児
童
が
興
味
深
く
楽
し
み
な

が
ら
学
ん
で
も
ら
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
ま
し

た
。

　

木
工
ク
ラ
フ
ト
の
作
品
の
中
に
は
、「
森

林
を
大
切
に
し
よ
う
！
」、「
地
球
温
暖
化
防

止
！
」
等
の
児
童
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、
森

林
教
室
の
参
加
後
に
は
児
童
か
ら
「
森
林
の
大

切
さ
が
分
か
っ
た
」、「
自
然
を
守
っ
て
い
き
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
森
林

と
ふ
れ
あ
う
こ
と
に
よ
り
、
自
然
や
森
林
に
対

す
る
関
心
や
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

 

［
東
濃
署
］
六
月
八
日
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
恵

那
市
上
矢
作
町
に
お
い
て
「
ア
ラ
イ
ダ
シ
自
然

観
察
教
育
林
案
内
人
育
成
講
座
」
が
開
催
さ
れ

十
六
名
の
地
元
住
民
と
共
に
当
署
職
員
二
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
「
ア
ラ
イ
ダ
シ
自
然
観
察
教
育
林
」
は
当
署

が
管
轄
す
る
上
矢
作
町
内
の
上
村
恵
那
国
有
林

に
所
在
し
て
お
り
、
約
十
㌶
の
区
域
の
中
に
モ

ミ
や
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
天
然
木
が
見
事

な
自
然
林
を
形
成
し
て
お
り
、
春
か
ら
秋
に
か

け
て
森
林
散
策
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
多
く
の
森
林

愛
好
者
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

恵
那
市
で
は
今
年
「
上
矢
作
町
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
」
が
中
心
と
な
っ
て
、
地
元
の
森
林
を

守
っ
て
い
く
た
め
、
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
住
民
を
対
象
に
し
た
案
内
人
育

成
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
講
師
と
し
て
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
川
合
壽
之
氏
を
迎
え
、
講
義
及
び
現
地

で
の
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
「
森
林
の
音
を
消
さ
な
い
た
め
ス

ピ
ー
カ
ー
は
な
る
べ
く
使
用
し
な
い
」
と
い
っ

た
案
内
時
の
注
意
点
や
様
々
な
樹
木
・
植
物
の

特
徴
や
見
分
け
方
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説

明
さ
れ
、
参
加
者
は
写
真
を
撮
っ
た
り
匂
い
を

か
い
だ
り
し
な
が
ら
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
講
座
は
三
回
を
一
セ
ッ
ト
と
し
て
お

り
、
今
回
が
二
回
目
、
三
回
目
は
九
月
に
予
定

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

［
南
信
署
］
管
内
が
広
大
な
当
署
で
は
、
高
速

道
路
を
利
用
す
る
機
会
も
多
く
、
ト
ン
ネ
ル
で

ラ
イ
ト
が
点
灯
し
な
い
、
渋
滞
で
ハ
ザ
ー
ド
ラ

ン
プ
や
ブ
レ
ー
キ
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
な
い
な
ど

の
故
障
は
大
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

一
人
で
も
ラ
イ
ト
類
の
点
検
を
効
率
的
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
庁
舎
出
入
り
口
付
近

に
ミ
ラ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
小
さ
な
工
夫
の

安
全
対
策
で
す
が
、
大
き
な
効
果
を
上
げ
て
い

ま
す
。

森林教室実施の様子

樹木の特徴を説明する川合氏と聞き入る参加者

緑十字に職員実行で設置

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

小
さ
な
工
夫
で
大
き
な
効
果

交
通
安
全
対
策

森
林
教
室
、各
種
研
修
会
を
開
催 
　
「
森
林
の
働
き
や
大
切
さ
を
学
ぶ
」

   　
 

瀬
戸
市
の
十
三
校
が
体
験
学
習

森
林
教
室
、各
種
研
修
会
を
開
催 

「
地
元
の
森
林
を
案
内
し
た
い
」

上
矢
作
町
で
案
内
人
育
成
講
座
を
開
催
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［
愛
知
所
］
花
と
緑
の
多
い
美
し
い
町
づ
く
り

を
目
指
し
、
豊
橋
市
が
主
催
す
る
「
花
交
流

フ
ェ
ア
２
０
０
８
」
が
五
月
三
日
か
ら
五
日
ま

で
豊
橋
公
園
で
開
催
さ
れ
、
市
民
一
万
七
千
名

が
来
場
し
ま
し
た
。

　

当
所
は
、
三
日
に
行
わ
れ
た
竹
細
工
コ
ー

ナ
ー
に
参
加
し
、
パ
ネ
ル
展
示
や
竹
と
ん
ぼ
・

か
ざ
ぐ
る
ま
づ
く
り
を
指
導
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
朝
ま
で
の
雨
も
止
ん
で
快
晴
と
な

り
、
汗
ば
む
陽
気
の
中
、
親
子
連
れ
な
ど
約

五
百
名
の
市
民
が
当
所
の
コ
ー
ナ
ー
を
訪
れ
、

職
員
指
導
の
下
、
子
供
と
一
緒
に
か
ざ
ぐ
る
ま

や
竹
と
ん
ぼ
作
り
に
熱
中
し
て
い
ま
し
た
。

　

完
成
し
空
に
飛
ん
で
い
く
と
、
大
人
も
子
供

も
歓
声
を
あ
げ
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
し
た
。

 

［
岐
阜
署
］
五
月
十
八
日
、「
あ
り
が
と
う　

未
来
へ
つ
な
げ　

森
の
め
ぐ
み
」
を
テ
ー
マ
に

平
成
十
八
年
五
月
に
開
催
さ
れ
た
第
五
十
七
回

全
国
植
樹
祭
会
場
で
あ
る
下
呂
市
萩
原
町
四
美

の
「
皇
樹
の
杜
（
こ
う
じ
ゅ
の
も
り
）
」
に
お

い
て
、「
下
呂
市
み
ど
り
の
祭
り
」
が
下
呂
市

内
の
林
業
関
係
者
、
一
般
市
民
等
多
数
集
ま
る

中
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
署
も
森
林
管
理
署
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
「
美

し
い
森
林
作
り
」、「
馬
瀬
川
渓
流
魚
付
き
保
全

林
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
、
森
林
の
働
き
を

説
明
す
る
パ
ネ
ル
展
示
、
森
の
ク
ラ
フ
ト
教
室

を
行
い
ま
し
た
。

　

森
の
ク
ラ
フ
ト
教
室
で
は
大
勢
の
親
子
連
れ

が
訪
れ
木
の
枝
、
木
の
実
、
輪
切
り
材
等
を
利

用
し
て
様
々
な
工
作
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
子

供
た
ち
の
発
想
は
す
ば
ら
し
く
、
つ
る
の
曲
が

り
を
利
用
し
て
カ
タ
ツ
ム
リ
を
作
製
す
る
な

ど
、
大
人
に
は
思
い
つ
け
な
い
よ
う
な
工
夫
を

し
て
作
製
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
記
念
式
典
の
中
で
は
下
呂
市
上
原
の

上
原
小
学
校
み
ど
り
の
少
年
団
に
よ
る
体
験
発

表
が
行
わ
れ
、
そ
の
内
容
の
中
に
は
、
昨
年
当

署
が
行
っ
た
森
林
教
室
の
内
容
が
子
供
た
ち
に

よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、
当
署
の
森
林
教
室
が
学
校

の
中
に
確
実
に
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

 

［
指
導
普
及
課
］
五
月
十
日
〜
十
一
日
の
両

日
、
東
京
都
日
比
谷
公
園
に
お
い
て
、
平
成

二
十
年
度
森
林
の
市
（
主
催
：
林
野
庁
、
国
土

緑
化
推
進
機
構
等
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
、
七
十
五
の
団
体
が
出
店

し
、
木
工
品
や
地
域
の
特
産
品
の
販
売
、
環
境

保
全
や
森
林
づ
く
り
へ
の
取
組
等
の
パ
ネ
ル
展

示
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、「
美
し
い
森
林
づ

く
り
」
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
①
公
益
的
機

能
の
発
揮
に
向
け
た
取
組
、
②
木
材
の
利
用
拡

大
に
向
け
た
取
組
、
③
国
民
の
森
林
と
し
て
の

取
組
、
④
森
林
環
境
の
保
全
・
管
理
の
取
組
、

⑤
保
護
林
、
緑
の
回
廊
、
レ
ク
森
の
紹
介
等
の

パ
ネ
ル
展
示
及
び
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
の
ほ

か
、
木
製
ペ
ン
ダ
ン
ト
、
ク
ロ
モ
ジ
の
鉛
筆
づ

く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

二
日
間
と
も
天
候
が
悪
く
、
会
場
に
訪
れ
る

人
は
昨
年
よ
り
若
干
少
な
め
で
し
た
が
、
中
部

局
の
ブ
ー
ス
で
は
、
リ
ョ
ウ
ブ
や
ブ
ナ
の
木
の

輪
切
り
に
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
図
柄
を
描

き
、
色
を
付
け
る
ペ
ン
ダ
ン
ト
づ
く
り
や
、
ク

ロ
モ
ジ
を
ナ
イ
フ
で
削
り
鉛
筆
の
芯
を
差
し
込

ん
だ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
鉛
筆
づ
く
り
に
子
供
達
が

集
ま
り
、
友
達
や
親
と
と
も
に
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
中
部
局
管
内
で
は
、
長
野
県
、
岐

阜
県
、
愛
知
県
か
ら
十
二
団
体
が
出
店
し
、
木

製
品
、
山
菜
な
ど
の
特
産
品
等
の
展
示
即
売
や

木
工
教
室
、
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験
等
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
伊
那
農
業
高
校
と
木
曽
山
林
高
校

も
参
加
し
、
環
境
調
査
研
究
の
パ
ネ
ル
発
表
や

生
徒
が
作
製
し
た
木
工
品
、
き
の
こ
、
花
、
炭

等
の
販
売
な
ど
元
気
よ
く
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。

  

［
名
古
屋
事
務
所
］
五
月
三
十
一
日
に
平
成

二
十
年
度
「
第
一
回
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座
」
を

東
海
の
ミ
ニ
尾
瀬
と
呼
ば
れ
る
豊
橋
市
の
葦
毛

湿
原
で
開
催
し
、
抽
選
に
よ
る
二
十
名
が
植
物

観
察
と
同
湿
原
か
ら
豊
橋
国
有
林
内
を
通
り
普

門
寺
ま
で
の
約
四
㌔
㍍
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

湿
原
の
観
察
で
は
、
講
師
に
指
導
普
及
課
の

元
島
技
術
開
発
主
任
官
か
ら
、
ミ
カ
ワ
バ
イ
ケ

イ
ソ
ウ
や
オ
オ
バ
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
な
ど
湿
原

特
有
の
植
物
の
説
明
を
受
け
、
受
講
者
は
真
剣

花
交
流
フ
ェ
ア
に
参
加

「
美
し
い
森
づ
く
り
」
を
Ｐ
Ｒ

平
成
二
十
年
度
森
の
市
が
開
催

慣れない手つきでの竹とんぼ作り

つるのカタツムリを作ったよ

真剣にペンダントづくりに取り組んで

第
五
十
九
回　

下
呂
市
み
ど
り
の
祭
り

東
海
の
ミ
ニ
尾
瀬
「
葦
毛
湿
原
」
で

　
　

希
少
植
物
の
観
察
と

森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
楽
し
も
う
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な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。　　

　

ま
た
、
そ
の
後
は
湿
原
か
ら
普
門
寺
ま
で
の

豊
橋
国
有
林
を
含
む
四
㌔
㍍
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

を
楽
し
み
ま
し
た
。
途
中
見
晴
ら
し
の
良
い
尾

根
か
ら
は
豊
橋
の
市
街
地
や
浜
名
湖
が
一
望
で

き
、
そ
の
景
色
の
良
さ
に
参
加
者
か
ら
は
感
嘆

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
キ
ツ
い
コ
ー
ス
で
初
心
者
や
年
配

の
方
に
は
棄
権
す
る
方
も
出
る
の
で
は
と
心
配

し
ま
し
た
が
、
予
定
時
間
よ
り
早
く
全
員
が
普

門
寺
ま
で
完
歩
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
疲
れ
た
け
ど
、
参
加
し

た
甲
斐
が
あ
っ
た
」、「
貴
重
な
植
物
を
見
ら
れ

て
良
か
っ
た
」、「
ま
た
違
う
季
節
に
来
た
い
」

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

［
Ｏ
Ｂ
］
第
四
十
回
管
内
囲
碁
大
会
が
五
月

十
七
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
現
職
員

一
名
、
Ｏ
Ｂ
二
十
二
名
が
参
加
し
、
盤
上
に
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

　

優　

勝　

美
斉
津　

桂　

五
段
（
Ｏ
Ｂ
）

　

準
優
勝　

鈴
岡　

利
男　

四
段
（ 

〃 

）

　

敢
闘
賞　

清
水　

輝
芳　

四
段
（ 

〃 

）

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

　

優　

勝　

松
本　

米
美　

二
段
（ 

〃 

）

　

準
優
勝　

黒
沢　

嘉
武　

二
段
（ 

〃 

）

　

敢
闘
賞　

上
之
内
義
美　

二
段
（ 

〃 

）

中
部
森
林
管
理
局
人
事

 

五
月
一
日
付

▽�

飛
騨
森
林
管
理
署
上
ヶ
洞
森
林
事
務
所
上
席

森
林
官
（
飛
騨
署
甲
森
林
事
務
所
上
席
森
林

官
）�

稲
川　

年
秋

▽�

飛
騨
森
林
管
理
署
甲
森
林
事
務
所
上
席
森
林

官
（
飛
騨
署
双
六
森
林
事
務
所
上
席
森
林

官
）�

武
田　

英
雄

五
月
十
六
日

▽�

富
山
森
林
管
理
署
神
通
森
林
事
務
所
（
富
山

署
業
務
課
管
理
係
）�

城
倉　

恵
介

六
月
一
日
付

▽�

飛
騨
森
林
管
理
署
業
務
第
一
課
付
（
飛
騨
署

中
洞
森
林
事
務
所
森
林
官
）�

遠
山　

恵
一

▽�

飛
騨
森
林
管
理
署
中
洞
森
林
事
務
所
森
林
官

併
任
（
飛
騨
署
上
ヶ
洞
森
林
事
務
所
上
席
森

林
官
）�

稲
川　

年
秋

　

今
月
号
よ
り
、
現
場
の
最
前
線
で
活
躍
し
て

い
る
皆
さ
ん
を
紹
介
す
る
、
シ
リ
ー
ズ
「
現
場

最
前
線
」
を
連
載
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
木
曽
署
で
す
。

　

我
が
造
林
班
の
現
場
は
、
木
曽
谷
北
部
に

位
置
す
る
小
木
曽
・
塩
沢
国
有
林
で
面
積
約

七
、五
〇
〇
㌶
、
鉢
盛
山
二
、四
四
六
㍍
を
源
頭

と
す
る
総
延
長
二
二
七
㌔
㍍
の
木
曽
川
源
流
を

擁
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

班
員
六
名
は
、
熊
よ
け
の
鈴
が
い
ら
な
い
く

ら
い
大
き
な
声
で
、
元
気
が
よ
い
班
で
す
。

　

朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
毎
日
し
っ
か
り
行

い
、
同
僚
の
顔
色
や
話
の
口
調
か
ら
、
そ
の
日

の
体
調
や
職
場
の
雰
囲
気
を
判
断
し
、
作
業
予

定
や
安
全
管
理
に
活
か
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
安
心
感
や
心
の
余
裕
が
自
然
に
出
て
お

り
、
森
林
官
を
中
心
に
業
務
に
励
ん
で
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
源
流
の
国
有
林
と
し
て
、
誇
り
を

も
っ
て
山
造
り
に
励
ん
で
お
り
、
最
近
で
は
、

名
古
屋
圏
の
テ
レ
ビ
局
か
ら
の
取
材
を
受
け
る

な
ど
、
木
曽
川
上
下
流
交
流
が
盛
ん
な
木
祖
村

の
宣
伝
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

湧
き
出
る
水
の
様
に
、
活
力
の
あ
る
、
健
康
で

明
る
い
職
場
を
維
持
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

◆
お
知
ら
せ

　

平
成
十
九
年
度　

中
部
森
林
技
術
交
流
発

表
会
の
優
秀
賞
受
賞
課
題
を
三
回
に
分
け
て

掲
載
す
る
予
定
で
し
た
が
、
今
月
号
は
紙
面

の
関
係
か
ら
、
来
月
号
に
掲
載
す
る
こ
と
と

し
ま
す
。

説明に聞き入る参加者

歩道修理作業中

人
 
の
 
う
 
ご
 き
 

管
内
囲
碁
大
会
を
開
催

シ
リ
ー
ズ 

シ
リ
ー
ズ 

　
　
［
木
曽
森
林
管
理
署 

　
　
　
　
　

薮
原
森
林
事
務
所 

藪
原
造
林
班
］

〜
い
つ
も
明
る
く
元
気
よ
く
〜
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三
十
一
年
生
時
の
間
伐
に
よ
る
密
度
調
節
の
効

果
が
現
わ
れ
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
対
照
区
に
お
い
て
は
二
十
〜
四
十
一

年
生
の
頃
の
急
な
枯
損
低
減
に
よ
り
胸
高
直
径

等
が
強
度
区
に
近
い
数
値
を
示
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
他
の
試
験
区
で
は
胸
高
直
径
等

に
違
い
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は

本
数
密
度
が
近
接
し
て
き
て
い
る
も
の
か
ら
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
、
設
定
時
の
考
え
方

に
基
づ
き
間
伐
を
実
施
し
、
五
年
毎
の
調
査
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○ 

所
在
地　

長
野
県
南
佐
久
郡
佐
久
穂
町

〇�

報
告
書
は
「
試
験
調
査
報
告
」
平
成
十
八
年

度　

中
部
森
林
管
理
局　

四
十
八
頁
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［
東
信
森
林
管
理
署
・
指
導
普
及
課
］
本
試
験

は
、
カ
ラ
マ
ツ
人
工
林
の
育
林
技
術
体
系
確
立

の
一
環
と
し
て
本
数
密
度
の
強
度
別
効
果
を
判

定
し
間
伐
の
時
期
、方
法
等
を
検
討
す
る
た
め
、

昭
和
四
十
三
年
か
ら
四
十
五
年
度
に
旧
長
野
局

の
各
署
に
お
い
て
設
定
し
調
査
を
行
っ
て
き
て

い
る
も
の
で
、
東
信
署
管
内
で
は
一
箇
所
を
設

定
し
て
い
ま
す
。

〇
試
験
地
の
概
要

　

屋
敷
入
奥
国
有
林　

九
八
林
班
な
小
班

　

設
定
年
度　
　
　

昭
和
四
十
三
年
度

　

植
付
け
年
度　
　

昭
和
三
十
三
年

　

設
定
時
林
齢　
　

一
〇
年
生

　

面　
　

積　
　
　

一
・
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

　

標　
　

高　
　
　

一
、〇
八
〇
メ
ー
ト
ル

　

地　
　

位　
　
　

九

〇
試
験
区
の
設
定
と
調
査
方
法

　

試
験
は
本
数
密
度
調
節
回
数
一
〜
三
回
の
実

施
で
比
較
す
る
こ
と
と
し
、
強
度
区
、
中
度
区
、

弱
度
区
、
列
状
１
／
２
区
、
及
び
本
数
調
節
を

行
わ
な
い
対
照
区
を
設
け
ま
し
た
。
な
お
、
列

状
１
／
２
区
は
強
度
区
と
同
程
度
の
密
度
で

す
。
間
伐
は
平
成
元
年
六
月
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
標
準
区
は
、
各
試
験
区
の
密
度
相
違
に
よ

る
影
響
を
考
慮
し
て
お
お
む
ね
中
央
部
に
設

け
ま
し
た
。
一
箇
所
の
標
準
区
は
〇
・
〇
五
〜

〇
・
〇
九
㌶
と
し
て
い
ま
す
。

　

標
準
区
の
立
木
に
つ
い
て
胸
高
直
径
一
㍉
㍍

単
位
、
樹
高
は
十
㌢
㍍
単
位
に
測
定
し
五
年
毎

に
調
査
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◎
試
験
結
果

　
（
Ｓ
43
年
と
Ｈ
16
年
の
比
較
表
参
照
）

△
胸
高
直
径

　

胸
高
直
径
は
各
試
験
区
と
も
に
順
調
に
推
移

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
本
数
密
度
と
対
比
す

る
と
直
径
生
長
は
現
存
密
度
と
の
相
関
関
係
が

大
き
い
と
判
断
さ
れ
ま
す
。
生
長
率
は
強
度
区

と
対
照
区
で
高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
強
度
区

で
は
強
度
間
伐
の
効
果
が
現
わ
れ
て
い
る
こ

と
、
対
照
区
で
は
設
定
時
か
ら
の
枯
損
低
減
が

大
き
く
直
径
生
長
に
繋
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

△
樹　

高

　

特
に
各
試
験
区
と
も
大
き
な
違
い
は
あ
り
ま

せ
ん
。
概
ね
本
数
密
度
、
胸
高
直
径
に
相
関
が

あ
る
と
判
断
さ
れ
ま
す
。
生
長
率
に
つ
い
て
は

本
数
密
度
と
の
相
関
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
直

径
生
長
と
の
相
関
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

△
蓄
積
と
胸
高
断
面
積
合
計

　

最
も
蓄
積
の
高
い
弱
度
区
と
低
い
列
状
区
で

は
八
十
六
㎥
／
ha
の
差
が
あ
り
ま
す
が
、
各
試

験
区
の
本
数
密
度
が
近
い
こ
と
か
ら
本
数
調
節

の
効
果
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
判
断
さ

れ
ま
す
。

〇
ま
と
め

　

設
定
か
ら
三
十
七
年
を
経
過
し
た
四
十
六

年
生
の
林
分
で
あ
り
、
強
度
区
に
お
い
て
は

列状1/2区

各試験区におけるＳ43年からＨ16年の推移

試　験　区
直 径 （cm） 樹 高 （m） 本数（本/ha） 蓄積

（㎥/ha）
胸高断面積
 （㎡/ha）

Ｈ16現在 推移 Ｈ16現在 推移 Ｈ16現在 低減率 Ｈ16現在 Ｈ16現在 推移
強　度　区 25.2 376% 23.3 333% 488 63% 307 25.6 512%
中　度　区 23.6 323% 24.1 349% 563 67% 322 25.8 397%
弱　度　区 21.5 331% 22.6 323% 858 64% 378 32.2 403%
列状１/２区 22.0 349% 21.4 306% 540 56% 292 25.8 586%
対　照　区 24.0 387% 23.4 339% 625 77% 311 25.6 341%



第 51号 平成 20年 6月　（12）

岐阜森林管理署 
（各署の景勝地等を紹介） 

ぬくみとうげ のうごうはくざん 

やま 

38

越
美
山
地
緑
の
回
廊能

郷
白
山
と
温
見
峠

　

越
美
山
地
緑
の
回
廊
は
、
越
美
山
地
の
国
有

林
（
延
長
六
六
㌔
㍍
、
面
積
七
二
六
〇
㌶
）
に

設
置
さ
れ
て
い
る
保
護
林
を
連
結
す
る
こ
と
に

よ
り
、
野
生
動
植
物
の
移
動
経
路
を
確
保
し
、

よ
り
広
範
か
つ
効
果
的
な
森
林
生
態
系
の
保
全

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
、
能
郷
白
山
ブ
ナ
植
物
群
落
保
護

林
は
、
面
積
六
四
一
㌶
、
日
本
の
原
生
的
な
ブ

ナ
帯
連
続
性
に
お
い
て
重
要
な
林
分
と
な
っ
て

い
ま
す
。

※�

越
美
と
い
う
名
前
は
、
越
前
（
福
井
県
）
と

美
濃
（
岐
阜
県
）
の
頭
文
字
で
す
。

　

能
郷
白
山
は
、
岐
阜
県
と
福
井
県
に
ま
た
が

り
、
標
高
は
一
、六
一
七
㍍
、
太
平
洋
と
日
本

海
の
分
水
嶺
と
な
っ
て
い
ま
す
。
山
頂
か
ら
は

伊
吹
山
・
加
賀
白
山
・
恵
那
山
・
北
ア
ル
プ
ス

等
の
三
六
〇
度
の
展
望
が
広
が
り
ま
す
。

　
（
加
賀
白
山
を
開
い
た
泰
澄
上
人
が
、
加
賀

白
山
の
山
頂
か
ら
見
渡
し
た
と
き
、こ
の
山（
能

郷
白
山
）
が
目
に
と
ま
り
、
白
山
権
現
の
分
祀

を
思
い
つ
き
、
開
山
し
祠
を
祀
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。）

　

温
見
峠
は
、
福
井
県
大
野
市
と
岐
阜
県
本
巣

市
根
尾
を
結
ぶ
国
道
一
五
七
号
線
の
峠
。（
最

高
地
点
の
標
高
は
一
、〇
五
〇
㍍
）

　

能
郷
白
山
の
鞍
部
に
あ
り
、
峠
の
名
前
は
旧

西
谷
村
に
あ
っ
た
集
落
の
名
前
に
由
来
し
ま

す
。
現
在
も
大
野
市
温
見
と
し
て
名
前
は
残
る

も
廃
村
と
な
っ
て
お
り
、
当
時
の
建
物
は
一
切

残
っ
て
お
ら
ず
、
岐
阜
県
側
の
根
尾
村
大
河
原

（
現
在
の
本
巣
市
根
尾
大
河
原
）
は
、
冬
期
無

人
集
落
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
的
に
は
、鎌
倉
時
代
は
、越
前
府
中
（
福

井
県
越
前
市
）
と
鎌
倉
（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）

と
を
結
ぶ
最
短
ル
ー
ト
と
し
て
重
宝
さ
れ
、
江

戸
時
代
は
結
城
秀
康
が
関
所
を
設
け
て
福
井
藩

へ
の
敵
の
侵
入
を
監
視
し
ま
し
た
。

　

岐
阜
県
本
巣
市
根
尾
大
河
原
か
ら
黒
津
間
が

路
肩
決
壊
に
よ
り
現
在
通
行
止
め
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

登
山
ル
ー
ト
は
、
岐
阜
県
本
巣
市
能
郷
谷
か

ら
登
る
ル
ー
ト
と
、
国
道
一
五
七
号
の
岐
阜
県

と
福
井
県
境
の
温
見
峠
か
ら
登
る
ル
ー
ト
が
あ

り
ま
す
。（
か
け
が
え
の
な
い
自
然
、
大
切
な

森
林
を
み
ん
な
で
守
り
育
て
ま
し
ょ
う
。）

能
郷
白
山
へ
の
ア
ク
セ
ス

　

名
神
高
速
Ｉ
Ｃ
か
ら
本
巣
市
樽
見
よ
り
能
郷

を
経
て
四
・
八
㌔
㍍
、
約
三
時
間
三
〇
分
。　

　

温
見
峠
か
ら
は
二
・
四
㌔
㍍
、
約
一
時
間

三
〇
分
。

◎
全
国
安
全
週
間

　

７
月
１
〜
７
日　

◎
治
山
課
長
会
議

　

７
月
２
日　

林
野
庁

◎
国
有
林
・
民
有
林
治
山
ヒ
ア
リ
ン
グ

　

７
月
８
〜
９
日　

林
野
庁

◎
名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

　

７
月
15
・
30
日

　
　

富
山
・
木
曽
署
管
内

大
河
原
国
有
林
か
ら
能
郷
白
山
を
望
む

ブ
ナ
の
原
生
林

白
山
権
現
分
祀
の
祠


